
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3163 回 例会    令和 8 年 2 月 5 日 

≪司会≫ 薮崎 忍 君 

≪合唱≫  君が代、手に手つないで 

≪ソングリーダー≫ 長田きみの 君 

≪ゲスト≫ なし 

≪ビジター≫ なし 

≪本日のお祝い≫ 

・お誕生日 なし 

・結婚記念日 なし 

 

≪会長挨拶要旨≫ 森下登志美 会長 

 

 
皆さんお疲れ様です。 

今月のロータリー特別月間は水と衛生月間です。 

ロータリーでは 2030 年を目標年として、安全な水と衛生

設備をすべての人が利用できるよう、地元や海外でのプ

ロジェクトや活動のための補助金を提供しています。そ

のひとつが WASH プロジェクトです。ロータリー財団は

2013 年から、100 カ国余りで実施されている 1,000 件以

上の WASH プロジェクトに投資しています。財団からの

補助金やロータリークラブの募金活動で得た資金を元

に、ロータリー会員が浄水、衛生教育、仮設トイレの建

設、廃棄物管理を支援しています。 

私が 2010 年に静岡東ロータリークラブに入会させていた

だいた後、静岡南ロータリークラブにお世話になること

になりました。その静岡南ロータリークラブでは周年記

念行事として 2014 年、今から 10 年ほど前になります

が、「グローバル補助金」を利用してスリランカの一部地

域の９つの学校に対して給水とトイレを設置するプロジ

ェクトを実施しました。私は現地に行かなかったのです

が、訪問した会員の皆さんの報告によれば大変な歓迎と

子供たちの喜ぶ声を聞くことができたとのことでした。

その後現地で工事など実際の設置にかかわる手配をして

くれたスリランカのロータリークラブの皆さんが来日し

て、日本平で交流会を楽しみました。私が静岡東ロータ

リークラブに復帰させていただいた数年後に残念ながら

静岡南ロータリークラブは解散してしまいましたが、ス

リランカの学校の水道には今もなお誇らしげに「静岡南

ロータリークラブ寄贈」という文字が残っていることと

思います。 

そこで今回皆さんに提案なのですが、台湾東部にある花

蓮地区において 2024 年 4 月に発生した花蓮大地震に続

き、2025 年 9 月には台風 18 号の影響で県内を流れる馬

太鞍渓の上流にできたせき止め湖の水があふれ、下流地

域に深刻な洪水被害をもたらしています。さらに 2025 年

4 月,5 月,6 月と M5.8,M6.0,M6.4 の地震が続き、12 月に

は M5.7 の地震が発生し被害が発生しました。こうした災

害が続く花蓮地区に当クラブとして寄付金を贈呈したい

と考えております。2019 年に当クラブを訪問した台北華

真ロータリークラブにて、(花蓮)財団法人中華育幼児童関

懐協会(中華民国幼児童教育センター)に救急車を贈呈され

る（2026 年 4 月 18 日予定）というお話が昨年台北から

ライブでお届けした例会で紹介されましたが、これに合

わせ台北華真ロータリークラブに寄付金を託し、救急車

贈呈時に当クラブからの寄付を同協会にお渡しいただこ

うというものです。会員の皆様方には大変申し訳ござい

ませんが、お一人 3 千円からご寄付をいただき、それを



私が台北華真ロータリークラブ会長エレクトの安藤リリ

ーさんにお渡しする形でお願いしたいと思います。何卒

皆様のご協力をお願いいたします。 

 

また、今月 3 月は人事異動の季節になります。今回も会

員の皆様方におかれましては異動で退会をされる方々が

いらっしゃいます。これまでのロータリークラブの活動

へのご参加、ご協力に感謝するとともに、新しい職場で

のご活躍を祈念いたします。先日、元当クラブ会員でい

らっしゃった河野さんがここへお見えいただきました。

ちょうど勤務先の竹中工務店を退職されたということ

で、ご挨拶にお見えいただきました。相変わらずの笑顔

と人の良さで、ご挨拶いただいた私も笑顔になることが

できました。職場の切れ目がロータリークラブの縁の切

れ目ではないと私は考えています。今回他都道府県に異

動される方々も静岡に戻るような機会がありましたら、

ぜひまたこの静岡東ロータリークラブにご入会いただき

たいと思います。 

 

≪クラブフォーラム(米山)≫ 

「国際ロータリー 米山奨学金とは」 

米山グループ 杉田至弘会員、肥田隆輔会員 

 

■米山奨学生支援とカウンセラー制度の紹介 

 

 
・ロータリーの奉仕活動の一環として米山奨学生支援が 

毎年の活動計画に含まれている。 

・会員 1 人当たり 16,000 円を拠出し、日本で学ぶ外国人 

留学生を支援。 

・1952 年に東京 RC が米山記念奨学事業の基金を設立 

したことに由来。 

・将来、母国と日本をつなぐ国際人を育て、世界平和に 

貢献する人材を育成することが目的。 

・毎年、年間で 900〜1000 人の留学生を支援しており、 

受給者はアジア出身者が中心。 

・奨学生受け入れクラブ（世話クラブ）と橋渡し、 

サポートを行う会員（カウンセラー）の役割を説明 

・地区およびクラブの受け入れ状況と再受け入れ検討。 

・2025 年時点で 2620 地区では 27 クラブが受け入れ。 

・静岡市内 6 クラブのうち、当クラブと中央ロータリー 

以外の 4 クラブが受け入れ 

・清水地区では 4 クラブ中 2 クラブが受け入れ 

・当クラブは 2010 年 4 月〜2012 年 3 月の受け入れ 

以降、14 年間受け入れなし 

・再受け入れ検討のため基礎データを配布し、今後 

意見を募る方針 

■カウンセラー業務の具体像と負担感の誤解解消 

・5 月初めに米山記念館でオリエンテーションと講習が 

行われる。 

・奨学生は毎月第 1 例会に出席し奨学金受領、交流促進 

はカウンセラーがサポート 

・年 2 回程度、記念館で研修会や修了式に参加し、 

他クラブと情報交換。 

・留学生は下宿して通常通学、ホームステイの 

受け入れではない。 

・地区大会への同行、他クラブでの講話支援、会員間 

の親睦支援などが主な活動 

・負担はクラブ内で分担でき、過度な個別支援は 

想定されていない。 

■元奨学生の事例紹介（新間会員の経験） 

 

 
・2010〜2012 年に静岡大学大学院在学の中国出身 

奨学生を支援。 

・震災時の安否確認、就職活動支援、会員との交流促進 

などを実施。 

・卒業後は山梨の食品会社で商品開発に従事、 

その後転職を経て東京で就業。 

・永住権取得・2023 年に帰化、結婚・出産し日本で生活 

・奨学生本人からクラブへの感謝メッセージと近況報告

現在は東京で勤務、娘の誕生パーティーに新間会員と 

川崎会員を招待。 

・カウンセラー経験は有益で、会員にも体験を推奨。 

・受け入れに向けたクラブ内認識の調整 

・ホームステイ的な高負担イメージの修正 

・義務は限定的で、グループでの対応が可能 

・今後、新間会員の話を踏まえ意見交換を予定 



≪所感≫ 

米山奨学生制度は、日本で学ぶ外国人留学生を支援する

と同時に、ロータリーが掲げる国際理解と平和の理念を

体現する大変意義のある活動だと感じました。単なる奨

学金の提供にとどまらず、クラブ会員との交流やカウン

セラーによるサポートを通じて、留学生と地域社会がつ

ながる点にこの制度の価値があると改めて理解しまし

た。 

また、新間会員の実体験から、奨学生との関わりが長期

的な信頼関係につながり、その後の人生にも良い影響を

与えていることが伝わり、非常に印象的でした。留学生

にとっても、支援する側にとっても大きな学びと喜びの

ある活動であると感じます。 

当クラブは長らく受け入れがない状況とのことですが、

負担に対する誤解もあるように感じました。実際にはク

ラブ全体で支える仕組みがあり、国際交流の機会として

も大きな価値があるため、今後前向きに検討していくこ

とが望ましいのではないかと思います。 

 

≪スマイル報告≫ 

藤田 尚徳君（テーブル懇親会の御礼） 

後藤 京子君（テーブル懇親会の御礼） 

栗田 英行君（テーブル懇親会の御礼） 

川口 尚宜君（最強金運日にスマイル） 

佐野 哲一君（誕生日の御礼） 

上西 征直君（転勤の挨拶と御礼） 

森下 登志美君（結婚記念日、転勤者への御礼） 

大井 竜介君（転勤の挨拶と御礼） 

鍋田 知佐人君（会員獲得のお願い） 

 

（会報作成 原口 翼） 


